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研究成果の概要（和文）：噴流間の距離が衝突噴流群による固体燃焼の燃焼速度におよぼす影響を明らかにすることを
目的として，スリット間隔の異なるノズルを用いて実験を行い，以下のことを明らかにした．
・水平方向の燃焼速度分布はスリット間隔によって大きく変化することを示した．間隔が広い場合には燃焼速度が最大
となる位置がスリット直下より外側にずれることを示した．
・燃焼速度のレイノルズ数依存性を明らかにした．燃焼速度は，非燃焼の場合のよどみ領域と同様，レイノルズ数の0.
5乗に比例して大きくなることを示した．一方，スリット間隔が広いときのスリット直下の燃焼速度はレイノルズ数の0
.8乗に比例することを示した．

研究成果の概要（英文）：To investigate the effect of jet-to-jet spacing of multiple impinging oxidizer jet
s on burning rate of solid combustibles, experiments with different jet-to-jet spacing nozzles were perfor
med. Main achievements are as follows.
1. Lateral profiles of burning rate using double impinging oxidizer jets were entirely different depending
 on spacing of the nozzle. Typically, the point at which maximum burning rate was obtained was shifted out
side for the wider spacing nozzle.
2. The Dependence of burning rate on Reynolds number was also shown. As well as heat transfer dependence i
n the stagnation region of non-combustion case, the burning rate was proportional to Reynolds number to th
e power of 0.5. On the other hand, the burning rate just below the slits for the case of wider jet-to-jet 
spacing was proportional to Reynolds number to the power of 0.8.
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１．研究開始当初の背景
酸化剤を含んだ衝突噴流とガス化した固

体燃料との拡散火炎
つと考えられ，
非常に安定であることから、固体
を調べるために広く用いられてきた
は，固体
ブリッドロケット
ない固体を燃やすために，衝突
熱伝達特性を
ている．
後退履歴が重要
は複数の噴流群を用いる
わらず，
得られたデータなどに基づいた
験式を用いて
非燃焼場であっても，衝突噴流群による固体
壁への
る（N.R. 
13(1992
噴流同士の相互作用
ァウンテン流
化し，それにより固体
わち燃焼速度も変化する可能性がある．
ため，これらの実燃焼器の最適設計を行うた
めには
は不十分であ
ータ取得が必要であり，また
離や流速，酸素濃度などが固体の燃焼速度に
およぼす影響について一般的な知見を得る
ことが重要である．
 
２．研究の目的
本研究

のうち
つの２次元平面噴流による
いて，噴流
響を明らかにする
スリット中心間の距離（以降では，スリット
間隔と呼ぶ）の異なるノズルを製作し，実験
を行う．
間隔によって
各スリット間隔の場合について，
を変えた実験を行
イノルズ数で整理
流れ場の関係について
の計画
化学反応の影響についても調べる
ったが，
動があ
ず，実施することができなかった．
 
３．研究の方法
（１）実験装置
噴流同士の相互作用

ために，非燃焼場で行わ
参考に
－，第
ット間隔
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